
各市町（組合）等が抱える課題と提案、取組方針（案）について
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★上下一体での災害対応のノウハウが不足
⇒上下水道BCPの策定
⇒上下水道合同訓練の実施

★ヒト、モノ、カネの不足（維持管理の効率化）
⇒管路等埋設物データの共有化
⇒点検調査等の共同化
⇒共通資機材の共同調達
⇒給排水申請手続きの共同化

★ヒト、モノ、カネの不足
⇒技術継承・技術職員の人材不足
⇒漏水リスクの増大
⇒マッピング・台帳システムの共同化
⇒設備・機器等の共用化

★W-PPPの導入に向けたノウハウ不足
⇒導入にむけた勉強会・個別相談会

★ヒト、モノ、カネの不足（維持管理の効率化）
⇒管路点検・調査の共同発注
⇒改築更新の標準化
⇒下水道台帳の共有化

★汚水処理手法の見直しにあたっての支障
⇒し尿処理場の流域下水道への統合
⇒浄化槽区域への支援制度

課題（★）と提案（⇒） 取組方針（案）

〇上下一体での災害対応
・上下水道BCPを策定（情報収集と市町の意向確認）
・上下水道合同訓練の実施（実施内容の検討）

〇維持管理の共同化 （意向確認と優先順位の検討）

・埋設物データ等管理の一元化（共有情報等の整理)
・マンホール蓋（共有情報等の整理）
・共同調達の実施（共通資機材の整理）
・申請書類の統一化、一括審査（意向確認）

〇W-PPP導入に向けた勉強会開催
・共同勉強会や個別相談会の実施

〇維持管理の共同化
・共同化内容の意向確認と優先順位の検討
・入力情報の統一化、台帳管理の共同発注（意向確認）

〇人口減少踏まえた汚水処理手法の見直し
・統合の実施（個別協議）
・支援制度の情報共有

資料２

〇水道広域化推進プランにより検討
・合同研修の実施、外部委託等の検討
・漏水調査等の共同発注の検討（個別検討部会）
・システムの共同化の検討（個別検討部会）
・水質検査機器の共同利用等の検討（個別検討部会）

★広域連携の実施（施設の統廃合）
⇒水道施設の統廃合・共同利用

〇水道広域化推進プランにより検討
・水道施設の共同利用の検討（研究会、個別検討部会）


